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mRNA ワクチンに混入する DNA に関する報告について

緊急専門家ヒアリングをワールドカウンシルフォーヘルスが開催
ワクチンによる遺伝子汚染が人間の遺伝子を組み換え、がんの発生と進行を促進するのか？

英国、バース発 － ワールドカウンシルフォーヘルス（WCH）は専門家チームと協働し、健康と福祉を促進する

ために社会に向けて正確で信頼できる情報発信に専念しています。mRNA ワクチンに混入する細菌の DNA や

遺伝子配列に関するこの間の懸念に鑑みて、ワールドカウンシルフォーヘルスは、その焦眉の問題について

専門家による緊急ヒアリングを開催します。

このヒアリングは 10 月 9 日にオンラインにて開催予定です。専門家チームにより判明した、全ての人々に関わ

る影響について検討します。当日の URL は worldcouncilforhealth.org/dna
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対象となる主要な主張と疑問点：

1. mRNA ワクチンに混入した細菌の DNA：一部の mRNA ワクチンから細菌の DNA が発見され、人々の間で

注目が高まっています。私たちは、この発見による今後の影響とその潜在的な可能性について、その重要

性を認識します。

2. 外来の DNA の命令による mRNA 産生：この外来の DNA が、体内で mRNA および異質なタンパク質産生

を命じる、と主張されています。このヒアリングでは、これらの主張の正当性を探求し、ワクチンの安全性と

有効性に与える影響を評価することを目的としています。

3. COVID-19 ワクチンから発見された SV40 の遺伝子配列：諸報告によると、COVID-19 ワクチンから SV40

と呼ばれる、がんを促進する遺伝子配列の発見が示唆されています。専門家達の識見を集積し、これらの

発見の意味と重要度についての評価を試みます。

4. 世界規模での確認および規制対応：世界各地の多数の研究室でこれらの発見が確認されたと報告されて

きました。WHC では、その主張を裏付ける科学的根拠を検証し、それに対して医療の規制当局が取る一連

の行動について議論をします。



専門家ヒアリングの詳細：

日付： 2023年 10 月 9 日（日本標準時：10 日）

時間： 協定世界時（UTC）午後 6時（日本標準時：午前3時）

参加 URL： worldcouncilforhealth.org/dna

形式： オンライン参加型

この緊急専門家ヒアリングでは、世界的に有名な科学者、医療専門家および規制当局を招き、オープンかつ情

報提供を促進する議論が行なわれます。各種問題点について言及し、正確な情報拡散が社会に向けて確実

に行なわれることを目的とします。

この緊急専門家ヒアリングに、医療専門家、研究者、および関心のある個人の方々全員を、招待いたします。

参加することで、COVID-19 ワクチンの細菌の DNA や遺伝子配列が今後及ぼす影響について、一般的により

正しい理解が広まることに貢献できます。

詳しくは worldcouncilforhealth.org/dna  をご参照ください。本リンクと開催情報の拡散へのご協力をお願いしま

す。

ワールドカウンシルフォーヘルスについて：
ワールドカウンシルフォーヘルスは、健康、福祉そして正確で信頼できる保健情報の拡散の促進に献身する世

界的な団体です。専門家と政策立案者および公共団体が協働するように働きかけ、人類が対峙する危急の健

康問題への対応に尽力しています。

worldcouncilforhealth.org/news/news-releases/expert-hearing-dna-contamination-mrna-vaccines


